
 
 

 財 務 諸 表 に 対 す る 注 記  

 

１.重要な会計方針 

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法 

満期保有目的の債券並びに子会社株式及び関連会社株式以外の有価証券 

時価のあるもの・・・期末日の市場価格等に基づく時価法（売却原価は移動平均法により算

定）によっている。 

(2) 引当金の計上基準 

  賞与引当金・・・・・職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込み額のうち当期 

に帰属する額を計上している。 

(3) 消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。 

 

２.追加事項 

貸借対照表内訳表について 

当財団は、公益目的事業以外の事業を行っていないので、貸借対照表内訳表は作成しておりま

せん。 

 

３.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高 

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。   

（単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

科　　　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

 基本財産

普通預金 5,600,000 0 0 5,600,000

  投資有価証券 9,396,000,000 3,816,000,000 0 13,212,000,000

  動産資産（楽器 violin） 194,400,000 0 0 194,400,000

小　　　計 9,596,000,000 3,816,000,000 0 13,412,000,000

 特定資産

  指定奨学給付積立資産 41,770,762 27,085,239 0 68,856,001

  奨学給付積立資産 110,078,330 0 66,900 110,011,430

小　　　計 151,849,092 0 66,900 178,867,431

合　　　計 9,747,849,092 3,816,000,000 66,900 13,590,867,431



 
 

 

 

４.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高  

 基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。                                                       

（単位：円） 

科　　　　　目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に対
応する額）

 基本財産

   普通預金 5,600,000 (5,600,000) (0) －

   投資有価証券 13,212,000,000 (13,212,000,000) (0) －

   動産資産（楽器 violin） 194,400,000 (194,400,000) (0) －

小　　　計 13,412,000,000 (13,412,000,000) (0) －

 特定資産

   指定奨学給付積立資産 68,856,001 (68,856,001) (0) －

   奨学給付積立資産 110,011,430 (0) (110,011,430) －

小　　　計 178,867,431 (68,856,001) (110,011,430) －

合　　　計 13,590,867,431 (13,480,856,001) (110,011,430) －

 

 

５.指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳 

 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。 

                     （単位：円）  

内 訳 金 額

経常収益への振替額

基本財産運用益の振替額 156,514,761

合　　　計 156,514,761

 
 



 
 

 附 属 明 細 書  

 

１． 基本財産及び特定財産の明細 

  基本財産及び特定財産については、財務諸表の注記に記載しているため省略している。 

 

２． 引当金の明細 

（単位：円）

目的使用 その他

賞与引当金 464,724 464,600 464,724 - 464,600

期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高科 目




